




















































































































































































































































シアの芸術的前衛を総称して「ロシア・アヴァンギャルド」の語を用いること 通例となっているものの、実際の担い手や同時代の批評家が の名称を用いることはなかったということである。 「ロ ・アヴァンギャルド」なる言葉が、後世による命名であることは注意を要するだろう。もうひとつ見逃してならないのが、１９１０
―２０年代のロシアにおいて「アヴァン



























照らしあわせれば、ロシア未来派 詩的革新のありようは、おぼろげながら了解されるだろう。───「ぼくら 文法の規則にしたがって言葉の構成 言葉 発音を見ることをやめ、ただ支配的な言葉のみを文字のなかに見ることから始める。ぼくらはシンタックスを紊乱した。 」 「ぼくらは句読点を廃止した。それによりはじめて言語のマッスが全面に押しだされ、理解された。 」 『裁判官の生贄』 （１９１３年３月第２号） （署名者は ダヴィド・ブルリューク、クルチョーヌイフ、フレーブニコ、ウ
ラジーミル・マヤコフスキーの四名）
ロシア未来派の詩人たちは、こうしてシンタックスを破壊し、






























連でいえば、白は無限に広がる「無」の空間を、黒はさまざまな色を混ぜると限りなく黒 近づく絵の具 ように 一切 ものが凝縮された状態、いわば真理とも名付けうるものを暗示していたのではないかと想像される。一言 要約する らば、無（白）にして全（黒）ということになるだろうか。
もとより、これはひとつの憶測にすぎないし、また『太陽の














































































































































































































ト、１９９４年）カジミール・マレーヴィチ『無対象の世界 五十殿利治訳（中央公論美術出版、１９９２年）マレーヴィチ『零の形態─スプレマチズム芸術論集』宇佐見多佳子訳（水声社、２０００年）水野忠夫『マヤコフスキイ ノート』 （中央公論社、１９７２年）『ロシア・アヴァンギャルド４コンストルクツィア─構成主義の展開』五十殿利治
／土肥美夫編（国書刊行会、１９９１年）
『ロシア・アヴァンギャルド５言葉の復活』亀山郁夫
／大石雅彦編（国書刊行会、
１９９５年）
